
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る「
ス
ク
ラ

ム
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、「
子
育
て
支

援
条
例
」
の
制
定
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
で
は
、
学
校
生
活

の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
老
朽

化
し
た
浜
岡
中
学
校
の
建
て
替
え
を
早

期
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
は
、
来
春

か
ら
放
送
予
定
の
大
河
ド
ラ
マ「
お

ん
な
城
主
直
虎
」
の
主
人
公
と
ゆ
か

り
が
あ
る
新
野
左
馬
助
の
功
績
を
広

く
知
ら
せ
る
な
ど
、こ
れ
を
契
機
に
、

歴
史
と
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
郷
土

を
愛
す
る
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
３
つ
目
に「
福
祉
・
医
療
・
介
護

の
充
実
」
は
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保

持
と
自
立
生
活
の
支
援
を
目
的
に
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
包
括
的
な
支
援
と
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
体
制
の
構
築
を
目
指
す
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
体
制
を
早
期
に
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
は
じ
め
、
市
民
が
健
康
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医
療
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
４
つ
目
は「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
で
す
。
先
に
発
生
し
た
熊
本
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地
震
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
災
害
発
生
時
に
即
実
行

で
き
る
、
ま
た
は
実
効
性
が
高
い
避

難
計
画
の
策
定
や
、
津
波
避
難
困
難

地
域
に
対
す
る
安
全
対
策
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
つ
目
に「
産
業
振
興
発
展
と
働

く
場
所
の
確
保
」
は
、
従
来
型
の
企

業
進
出
が
決
ま
っ
て
か
ら
工
業
敷
地

を
造
成
す
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
式
の

企
業
誘
致
か
ら
、
誘
致
に
向
け
事
前

に
造
成
し
て
お
く
な
ど
の
先
行
投
資

型
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
農
業
の
分
野
で
は
、
担
い
手
の
育

成
や
確
保
に
向
け
、
農
家
と
働
き
手

を
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
す
、
農
業
版

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
創
設
し
ま
す
。

　
漁
業
の
分
野
で
は
、
豊
か
な
海
域

に
恵
ま
れ
た
特
性
を
生
か
し
た
、
新

た
な
栽
培
漁
業
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
６
つ
目
に「
地
域
の
活
性
化
と
交

流
人
口
の
拡
大
」
は
、
国
際
貿
易
港

で
あ
る
御
前
崎
港
の
有
効
活
用
、
渚

の
交
番
や
御
前
埼
灯
台
な
ど
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
線
で
結
び
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
に
努
め
ま
す
。
観
光
交
流
人

口
の
拡
大
に
は
、
地
域
の
良
さ
や
魅

力
を
発
信
で
き
る
人
材
も
必
要
で
あ

り
、
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
置
く

な
ど
観
光
宣
伝
に
も
力
を
注
ぎ
ま

す
。
ま
た
、
本
市
は
太
平
洋
や
駿
河

湾
と
い
っ
た
海
に
囲
ま
れ
、
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
好
条
件
が
整
っ

て
い
る
、大
変
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

そ
の
よ
う
な
特
性
を
生
か
し
、
さ
ら

な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
７
つ
目
は「
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長

寿
命
化
」
で
す
。
今
ま
で
多
く
の
社

会
資
本
の
整
備
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
老
朽
化
に
伴
う
公
共
施
設
の

修
繕
や
建
て
替
え
を
必
要
と
す
る
も

の
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
資
産
を

次
世
代
に
つ
な
ぎ
、
安
全
で
安
心
し

て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

最
適
な
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

対
話
を
大
切
に
す
る 

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

　

合
併
か
ら
12
年
、
石
原
市
政
に

よ
っ
て
融
和
が
図
ら
れ
た
御
前
崎
市

を
引
き
継
ぎ
、
本
年
度
か
ら
は「
子

ど
も
た
ち
の
夢
と
希
望
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
御
前
崎
」
を
将
来
都
市
像
に
掲

げ
、
向
こ
う
10
年
を
見
据
え
た「
第

２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
」と「
御
前

崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
市

民
の
誰
も
が
笑
顔
で「
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
言
え
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
ま
ず
は
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対

話
を
大
切
に
考
え
、
市
政
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

栁
澤
市
政
「
７
つ
の
政
策
」

 

１
．
人
口
減
少
お
よ
び
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

 

２
．
教
育
環
境
の
充
実
と
未
来
を
創
る
人
づ
く
り

 

３
．
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
充
実

 

４
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

 

５
．
産
業
振
興
発
展
と
働
く
場
所
の
確
保

 

６
．
地
域
の
活
性
化
と
交
流
人
口
の
拡
大

 

７
．
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長
寿
命
化
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